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 鹿児島大学大学院連合農学研究科の学位論文の審査等に関する細則（以下「細則」という。）第 12条の 

規定に基づき、次のとおり定める。 

１．課程修了による学位論文提出要件の主論文となる論文は、別に定めた「学位論文審査等に関する申合せ

における主論文の要件等について」を満たしたレフェリー制のある学会誌又はこれに準ずる学術雑誌にフ

ァーストオーサーとして発表した学術論文（共著論文を含む。）を、２編以上有するものとする。ただし、

うち１編は、修士課程又は専門職学位課程在籍中及び在職中（社会人）の論文を含むことができる。 

２．論文博士の学位論文提出の主論文となる論文の要件は、次のとおりとする。 

 (1) 本研究科を単位取得後退学、或いは満期退学（平成 20年度以前に入学し、本研究科に３年以上在学し、

必要な研究指導を受け、かつ、60 時間以上の共通セミナーを受講し退学した者をいう）した者は、課程

修了による学位申請者に定めたファーストオーサーの主論文を３編以上有するものとする。 

 (2) (1)以外の者は、課程修了による学位申請者に定めたファーストオーサーの主論文を５編以上有するも

のとする。ただし、学位論文の内容に密接に関連し、コレスポンディングオーサー或いは貢献度の高い

ファーストオ－サー以外の共著論文がある場合は、代議委員会の決定により、そのうち１編をファース

トオーサー相当の主論文として認めることがある。 

３．提出する学位論文は、和文又は英文によるものを提出する。 

４．第１及び第２第(2)に定める共著論文については、共著者の承諾書を提出し、他の学位に使用されないこ

とを条件とする。 

５．主指導教員は、学位論文の提出に当たっては、副指導教員と十分な協議を行うものとする。 

６．審査委員会委員のうち指導教員以外の委員は、原則として主指導教員資格者とする。ただし、相当の理

由がある場合は、副指導教員資格者を充てることができることとし、その場合は、理由書を提出する。 

また、上記の委員のうち、原則として、少なくとも１名は学生が配属された大学以外の教員であること。 

７．前項の規定に関わらず、審査委員会には１名の登録委員を加えることができる。 

また、登録委員については別に定める。 

８．細則第７条第５項の規定により、細則第５条第２号に掲げる者の資格審査の基準は、以下のとおりとす

る。 

   論文博士の申請者については、以下の研究歴（注）を有すること。 

   (1)  修士課程修了者においては５年以上の研究歴を有すること。 

 (2)  大学学部卒業者においては８年以上の研究歴を有すること。 



 

  （注）研究歴とは、大学、公的研究機関又は企業等の研究機関に従事した期間、又は大学の研究生、専

攻生及び研究員として研究に従事した期間   

９．細則第５条第１号に掲げる者で、退学後３年以内に学位を申請した者は、課程修了による学位申請者に

準じた取り扱いとし、３年を超えた場合は、この資格を失効するものとする。 

10．審査委員会は、公開審査会を開催するものとする。 

 (1)  公開審査会は、原則として主査が所属する大学において行うものとする。 

 (2)  公開審査会の開催にあたっては、開催日の１週間前までに申請者氏名及び論文題目並びに開催日時及 

び場所を構成大学学部に公示するものとする。 

 (3)  申請者は、公開審査会においては、日本語あるいは英語で発表するものとする。 

11．博士（学術）の学位を授与する場合の判定方法等については、次のとおりとする。 

 (1)  主査となる教員は、当該学位論文の内容を慎重に検討したうえで、学際的領域等の分野に該当し、博 

士（学術）の学位の授与が適当と判断した場合、最終試験結果の要旨（学位第９号様式）又は学力確認 

結果の要旨（学位第 10号様式）にその理由を明記し、申請する。 

 (2)  主査となる教員は、研究科教授会において、博士（学術）の学位が妥当である旨説明するものとする。 

 (3)  研究科教授会は、上記の説明等に基づき慎重に審査の上、博士（学術）の学位授与の判定を行うも 

のとする。 


